
雑
色
人
郡
司
と
十
世
紀
以
降
の
郡
司
制
度

(
下
)

三

郡
司
制
度
の
行
方

前
二
章
で
は
十
世
紀
の
郡
司
の
あ
り
方
と
し
て
雑
色
人
郡
司
の
特
色
や
国
郡
務
運

営
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
｡

一
々
の
任
命
者
の
分
析
は
行
わ
な
か
っ

た
が
､
｢は
じ
め
に
｣
で
触
れ
た
よ
う
に
､
雑
色
人
郡
司
の
中
に
は
譜
第
郡
司
の
系

譜
を
引
く
と
思
わ
れ
る
者
も
多
く
､
ま
た
第

一
章
で
言
及
し
た
正
員
郡
司
と
雑
色
人

郡
司
を
兼
帯
す
る
者
に
譜
第
郡
領
氏
族
の
例
が
存
す
る
｡

で
は
､
十
世
紀
に
も
存
続
し
て
い
た
譜
第
郡
司
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
の

で
あ
ろ
う
か
｡
十

7
世
紀
以
降
の

1
員
郡
司
制
の
中
で
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
O
ま
た

雑
色
人
郡
司
の
消
滅
と

一
員
郡
司
制
の
成
立
過
程
､

一
員
郡
司
の
役
割
と
そ
の
位
置

づ
け
､
そ
し
て
郡
司
の
あ
り
方
の
変
化
の
有
無
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
本
章
で
は
､

十

一
世
紀
以
降
の
郡
司
の
諸
相
に
考
察
を
加
え
､
こ
れ
ら
の
問
題
に
言
及
す
る
と
と

も
に
'
郡
司
制
度
の
変
容
や
そ
の
行
方
を
展
望
し
て
み
た
い
と
思
う
｡

1

譜
第
郡
司
の
動
向

譜
第
郡
司
の
行
方
を
考
え
る
に
あ
た
り
､
ま
ず
郡
司
表
の
検
討
の
中
か
ら
郡
司
任

(37)

命
者
の
動
向
の
特
色
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
｡
十

一
～
十
二
世
紀
の
郡
司

森

公

章

任
命
者
の
事
例
は
多
く
な
い
が
､
そ
の
氏
姓
の
分
析
か
ら
こ
の
時
期
の
郡
司
氏
族
の

あ
り
方
を
整
理
す
る
｡

十

一
世
紀
以
降
の
郡
司
氏
姓
の
動
向
を
概
観
す
る
と
'
次
の
通
り
で
あ
る
｡

〔譜
第
郡
領
氏
族
の
存
続
〕
(*
は
譜
第
郡
領
氏
族
以
外
の
者
も
見
え
る
郡
)

山
城
国
葛
野
郡

(秦
忌
寸
)
､
伊
賀
国
名
張
郡
*

(伊
賀
朝
臣
)
､
伊
勢
国
三
重
郡

(中
臣
伊
勢
宿
祢
)
･
度
会
郡

(新
家
宿
祢
)
､
志
摩
国
答
志
郡

(嶋
直
)
､
駿
河

国
富
士
郡

(和
迩
部
宿
祢
)
､
甲
斐
国
山
梨
郡

(伴
直
)
､
越
中
国
砺
波
郡

(利
波

臣
)
､
但
馬
国
朝
来
郡
*

(日
下
部
宿
祢
)
､
播
磨
国
飾
磨
郡

(播
磨
直
)
･
赤
穂

郡

(秦
造
)
､
安
芸
国
高
田
郡
*

(凡
直

〔宿
祢
〕
)
､
紀
伊
国
名
草
郡
*

(紀
宿

祢
)､
土
佐
国
幡
多
郡
*

(秦
)

〔譜
第
郡
領
氏
族
以
外
の
者
〕
(
〔
〕
内
は
推
定
譜
第
郡
領
氏
族
｡
氏
名
の
*
印
は

十
世
紀
ま
た
は
十

一
世
紀
以
降
に
も
郡
司
と
し
て
の
所
見
例
が
あ
る
こ
と
を
示

す
)

山
城
国
乙
訓
郡

〔
?
〕
(凡
)
･
紀
伊
郡

〔秦
忌
寸
〕
(布
勢
､
上
勝
)
､
大
和
国

添
上
郡

〔十
世
紀

･
郡
*
〕
(顔
)
･
平
群
郡

〔平
群
*
'
額
田
部
*
〕
(宇
目
可
､

年
､
多
治
)
･
広
瀬
郡

〔
?
〕
(当
麻
)
･
葛
上
郡

〔?
〕
(蘇
)
･
宇
智
郡

〔内
〕

(藤
原
)
･
城
上
郡

〔?
〕
(薦
口
)
二
向
市
郡

〔高
市
県
主

(逮
)
〕
(若
狭
､
但



波

〔東
漢
直
氏
系
カ
〕
)
･
十
市
郡

〔忍
海
連
〕
(日
置
)
･
山
辺
郡

〔?
〕
(山
辺

※
'
依
羅
'
多
米
､
上
道
)
'
伊
賀
国
名
張
郡

〔伊
賀
朝
臣
*
〕
(小
川
､
小
野
､

鳥
取
'
猪
､
長
谷
､
丈
部
､
紀
'
源
'
藤
原
)
､
伊
勢
国
多
気
郡

〔麻
続
連
､
竹

連
*
〕
(尾
乃
)
'
尾
張
国
丹
波
郡

〔海
宿
祢
〕
(椋
橋
宿
祢
)
､
上
総
国
相
馬
郡

〔
?
〕
(平
)
'
近
江
国
愛
智
郡

〔依
知
秦
公
〕
(中
原
)
･
高
島
郡

〔角
山
君
〕

(信
濃
公

〔通
称
カ
〕
)
､
美
濃
国
安
八
郡

〔守
部
〕
(宮
道
朝
臣
､
源
)
･
厚
見

郡

〔各
務
勝
〕
(政
則
王
)
･
山
県
郡

〔均
田
勝
〕
(桑
名
)
･
可
児
郡

〔?
〕
(伴
､

壬
生
､
秦
)
､
若
狭
国
三
方
郡

〔
?
〕
(平
)
'
但
馬
国
朝
来
郡

〔
日
下
部
*
〕

(全
見
)
､
安
芸
国
高
田
郡

〔凡
直

(宿
祢
)
*
〕
(藤
原
'
源
)
､
紀
伊
国
那
賀

郡

〔
日
置
首
'
長
我
孫

(公
)
〕
(秦
)
･
名
草
郡

〔紀
宿
祢
*
〕
(秦
､
黒
部
)～

阿
波
国
三
好
郡

〔?
〕
(播
磨
'
忌
部
､
佐
伯
､
宗
我
部
)､
讃
岐
国
多
度
郡

〔佐

伯
直
〕

(綾
)
､
伊
予
国
野
間
郡

〔
?
〕
(中
原
朝
臣
)
､
土
佐
国
幡
多
郡

〔秦

*
〕
(惟
宗
朝
臣
､
八
木
)
'
筑
前
国
情
土

郡

〔
?
〕
(高
橋
'
藤
原
)
･
嘉
麻

郡

〔
?
〕
(王
)
･
夜
須
郡

〔?
〕
(安
倍
)
､
豊
後
国
日
田
郡

〔日
下
部
連
〕
(大

蔵
)
､
肥
前
国
松
浦
郡

〔
?
〕
(佐
伯
)
･
杵
島
郡

〔?
〕
(藤
原
'
清
原
)
､
肥
後

国
飽
田
郡

〔建
部
君
〕
(清
原
)
'
大
隅
国
贈
齢
郡

〔曽
乃
君
〕
(藤
原
)
､
薩
摩

国
阿
多
郡

〔薩
摩
君
〕
(平
)

※
八
､
九
世
紀
の
郡
司
例
が
な
い
た
め
に
譜
第
郡
領
氏
族
を
不
明
と
し
た
場
合
も

多
い
｡
山
辺
郡
の
場
合
は
山
辺
県
主
を
譜
第
郡
領
氏
族
と
見
れ
ば
'
こ
の
山
辺

は
そ
の
系
譜
を
引
く
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
'
カ
バ
ネ
が
不
詳
で
あ
り
､
と
り

あ
え
ず
こ
こ
に
記
し
た
o

先
述
の
よ
う
に
､
十
世
紀
代
以
前
と
比
べ
て
全
体
の
事
例
数
が
少
な
い
と
い
う
制
約

は
あ
る
が
､
譜
第
郡
領
氏
族
の
存
続
が
確
認
で
き
る
郡
は
数
が
限
ら
れ
て
お
り
'
従

采
の
譜
第
郡
領
あ
る
い
は
主
政
帳
ク
ラ
ス
以
外
の
氏
姓
の
者
､
ま
た
源
平
藤
橘
の
四

姓
に
代
表
さ
れ
る
中
央
系
の
氏
姓
の
者
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
｡
勿
論
'

在
地
豪
族
が
源
平
藤
橘
な
ど
の
中
央
系
の
姓
に
改
称
す
る
例
も
あ
る

(伊
賀
国
名
張

郡
の
郡
司
丈
部
氏
1
源
姓
､
越
中
国
砺
波
郡
の
郡
司
利
波
臣
1
藤
原
姓
'
安
芸
国
の

田
所
惣
大
判
官
代
三
善
氏
1
藤
原
姓
､
紀
伊
国
造
紀
直

(宿
祢
)
1
紀
朝
臣
な
ど
｡

婚
姻
関
係
や
国
司
と
の
関
係
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
)
の
で
'
在
地
系
､
中
央
系
を
簡

単
に
は
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
も
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
､
伝
統
的
な

氏
姓
の
改
称
に
は
や
は
り
そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
､
十

一
世

紀
以
降
の
郡
司
の
動
向
を
窺
わ
せ
る
手
が
か
り
に
な
る
と
評
価
し
た
い
｡

で
は
､
譜
第
郡
司
の
行
方
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
o
こ
こ
で
は
氏
族
全
体
の
動
静
が

わ
か
る
材
料
と
し
て
､
ま
ず
系
図
史
料
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
｡
系
図
史
料

は
充
分
な
考
証
を
経
て
お
ら
ず
､
信
悪
性
に
欠
け
る
も
の
が
多
く
､
ま
た
任
命
年
吹

等
が
不
明
な
場
合
も
頻
繁
で
あ
る
が
､
参
考
例
と
す
べ
き
も
の
も
含
め
て
掲
げ
る
と
'

表
2
の
よ
う
に
な
る
｡
表
2
に
よ
る
と
'
十
世
紀
代
に
お
け
る
判
官
代
､
｢所
｣
へ

の
出
仕
か
ら
'
兄
部

･
執
官

･
一
庁
官
な
ど
在
庁
官
人
の
上
首

へ
と
発
展
す
る
例
が

あ
り
､
国
街
の
在
庁
官
人

へ
の
転
身
が
目
に
つ
く
｡
こ
の
点
は
別
稿
で
指
摘
し
た
'

国
書
生
､
判
官
代
に
は
十
世
紀
以
降
郡
領
氏
族
出
身
者
が
増
大
す
る
と
い
う
傾
向
と

も
合
致
し
て
い
る
｡
ま
た
先
に
近
江
国
の
例
で
言
及
し
た
よ
う
に
､
表
2
で
は
国
徳

軍
制
を
支
え
る
役
職
に
就
い
て
い
る
場
合
が
散
見
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
O
し

た
が
っ
て
譜
第
郡
司
の
行
方
と
し
て
は
､
国
街

へ
の
転
身
､
郡
務
の
国
務

へ
の
吸
収

と
い
う
よ
り
は
､
自
ら
が
国
衛
機
構
を
担
う
存
在
と
し
て
活
動
の
場
を
求
め
る
と
い

〕打円

う
方
向
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

｡

ち
な
み
に
､
前
掲
史
料

a
で
は
国
徳

へ
の
転
身
後
も
譜
第
郡
司
氏
族
と
し
て
郡
務
に
も
影
響
力
を
保
持
し
て
お
り
'
譜
第

2



表2 譜第郡司氏族の転身例

国名 郡名 氏族名 年次 転身

山城 乙訓 栗田朝臣 正暦2 勘済使 (国使)

長保4･2･19 判官代兼行事

11世紀頃 税所

伊勢 多気 磯部直 ? 検非違使､判官代､政所兄部 *
参河 幡豆 大伴 ? 地名+介

八名

遠江 城飼 土形君※

駒河 鹿原 塩原公

(朝臣)

富士 和迩部臣※

伊豆 田方 伊豆国造伊豆直

下総 印波 大伴直※

(丈部直)

近江 栗太 建部臣 (朝臣)

越前 敦賀 角鹿直

越中 砺波 利波臣※

越後 蒲原 春 日山君※

古志

但馬 朝来 日下部宿称

追捕使

10世紀前半 判官代

10世紀後半 押領使

10世紀前半 追捕使

10世紀後半

11世紀頃 判官代､公文所

11世紀頃 押領使､在庁

10世紀 判官代

中葉頃

10世紀前半 判官代

? 健児所判官代､判官代､

押領使

11世紀 押領使

判官代､政所

10世紀中葉 健児所判官代､執官

判官代

10世紀頃 国検非違使

讃岐 阿野 綾公 (朝臣) 10世紀頃 執官兼判官代､押領使

筑前 宗像 宗形朝臣

豊後 日田 日下部連 ･君

肥後 阿蘇 宇治部君※

在庁､案主所-庁官

10世紀中葉 権守執官､判官代

長元9･2･28 大事府の検非違使

10世紀後半 税所公文

～11世紀

益城 目奉部直※ 10世紀後半 判官代､政所

伴氏系図

土方家系図

富士大宮司系図

伊豆国造伊豆宿称系図

*

越中石黒系図

*

多遅摩国造日下部

宿称家譜

田道間国造日下部

足尼家譜大綱

綾氏系図､*

◎ ｢転身｣は系図等にそのような注記が出てくることを示し､｢氏族名｣の項の※はそれ以後も郡

司の注記が見えることを示す｡｢出典｣の項の*は 『古代氏族系普集成』(古代氏族研究会､1986

年)に依拠 したもので､いずれも参考例に留めるべきものと考えている｡なお､豊後国日田郡の

日下部氏については､新川登亀男 ｢豊国氏の歴史と文化｣(『古代王権と交流』 8､名著出版､
1995年)も参照｡
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郡
司
の
勢
威
は
残

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡
表
2
で
も
転
身
例
出
現
以
降
も
郡
司

の
役
割
を
担
う
例
が
存
し
､
単
線
的
で
は
な
い
譜
第
郡
司
氏
族
の
動
向
を
窺
わ
せ
る

も
の
と
言
え
よ
う
｡

2
『
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
十
月
二
十
三
日
条

河
内
国
高
安
郡
人
常
陸
権
少
目
従
八
位
上
常
澄
宿
祢
秋
雄

･
権
史
生
従
八
位
上
常
澄

宿
祢
秋
常
､
河
内
国
検
非
違
使
従
七
位
下
八
戸
史
野
守
､
安
芸
医
師
従
八
位
上
常
澄

宿
祢
宗
吾
'
河
内
国
高
安
郡
少
領
従
七
位
下
常
澄
宿
祢
宗
雄
､
式
部
位
子
従
六
位
上

常
澄
宿
祢
秋
原
等
六
人
､
賜
姓
高
安
宿
祢
｡
秋
雄
等
自
言
'
先
祖
後
漢
光
武
皇
帝
､

二

一

孝
章
皇
帝
之
後
也
｡
商
孫
高
安
公
陽
倍
､
天
万
豊
日
天
皇
御
世
立
高
安
郡
｡
陽
信
二

二

一

字
､
意
与
八
戸
両
字
語
相
渉
､
仇
後
賜
八
戸
史
姓
｡
末
孫
正
六
位
上
八
戸
史
貞
川
､

二

一

二

一

承
和
三
年
改
八
戸
史
'
賜
常
澄
宿
祢
〈〕
望
請
改
八
戸

･
常
澄
両
方
姓
'
復
本
姓
高
安

二

一

二

一

二

一

二

一

也
｡
-

『
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
五
月
九
日
条

河
内
国
高
安
郡
人
右
近
衛
無
位
常
澄
宿
祢
藤
枝
'
右
近
衛
無
位
常
澄
宿
祢
常
主
､
位

子
無
位
常
澄
宿
祢
季
道

･
無
位
八
戸
史
善
賜
姓
高
安
宿
祢
｡
去
元
慶
三
年
藤
枝
等
父

二

一

並
改
本
姓
､
賜
高
安
宿
祢
｡
藤
枝
等
脱
漏
不
載
官
符
､
故
追
賜
之
｡

二

一

二

一

/
二

一

g
『
扶
桑
略
記
』
寛
平
八
年
条
所
引

｢善
家
秘
記
｣

余
寛
平
五
年
為
備
中
介
｡

時
有
賀
夜
郡
人
賀
陽
良
藤
者
､
頗
有
貨
殖
､
以
銭
為
備
前

二

一

二

一

二

一

/

二

少
目
'
至
干
寛
平
八
年
秩
罷
居
住
本
郷
葦
守
｡
(中
略
)
良
藤
兄
大
領
豊
仲
､
弟
統

1

二

1

二

1

領
豊
蔭

･
吉
備
津
彦
神
宮
祢
宜
豊
恒
､
及
良
藤
男
左
兵
衛
志
忠
貞
等
'
皆
豪
富
之
人

也
｡
(下
略
)

h

『
一
乗
妙
行
悉
地
菩
薩
性
空
上
人
伝
』
｢華
山
太
上
法
皇
御
幸
当
州
書
写
山
事
｣

又
長
保
四
年
壬
寅
三
月
五
日
辛
丑
､
華
山
法
皇
従
御
船
仙
駕
'
於
飾
磨
津
湊
'
即
指

二

一

二

一

二

御
使
､
大
接
小
野
朝
臣
道
忠
之
許
召
遣
御
馬
之
処
､
進
無
鞍
置
馬
二
疋
'
只
付
御
使

一
二

一

下
二

一

上

二

一

自
身
不
参
､
仇
有
不
快
御
気
色
o
(中
略
)
其
後
大
接
播
磨
宿
祢
延
昌
許
同
指
御
使
､

ン

二

一

二

一

召
遣
御
馬
等
､
即
具
御
鞍
等
令
進
御
馬
十
匹
､
津
頭
之
近
辺
郡
司
等
令
進
馬
四
匹
0

二

一

二

一
/
二

一

ン
二

一

(中
略
)
六
日
壬
寅
､
弥
勘
寺
留
御
坐
給
｡
仇
大
接
延
昌
宿
祢
語
付
当
郡
司
播
磨
頼

二

成
合
供
朝
御
撰
o
事
俄
而
錐
不
豊
弁
備
之
作
懇
志
日
露
也
O
其
日
夕
膳
奉
仕
大
技
延

一
ン
二

一

/
/
二

一

昌
宿
祢
､
維
臨
黄
昏
美
麗
青
旦
也
｡
七
日
契
卯

(中
略
)
其
目
供
御

々
膳

量
目
､

/
二

r

付
検
非
違
所
大
判
官
代
播
磨
輔
調
備
之
献
｡
美
好
為
宗
､
酒
食
之
礼
飽
満
為
本
也
｡

二

一

ノ

ン

(中
略
)
申
刻
許
磨
飾
津
湊
仙
駕
還
着
給
､
於
御
船
乗
御
｡
其
日
夕
御
勝
之
事
､
兼

二

一

付
少
接
播
磨
延
行
奉
仕
之
間
､
調
備
豊
胸
也
｡
(下
略
)

■

㌦

な
お
､
譜
第
郡
司
氏
族
の
単
線
的
で
な
い
動
向
と
し
て
'

2
-
h
の
よ
う
な
事
例

に
留
意
し
た
い
｡

2
･
-
は
孝
徳
朝
の
立
評
以
来
河
内
国
高
安
郡
の
郡
領
に
任
用
さ

れ
て
き
た
八
戸
史

一
族
の
構
成
を
示
し
､
八
戸
史
は
譜
第
郡
領
だ
け
で
な
く
､
中
央

下
級
官
人
や
任
用
国
司
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
て
お
り
､
ま
た
河
内
国
の
国
検
非
逮

使
に
就
く
な
ど
､
国
街
で
の
地
歩
も
得
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
｡
そ
し
て
､
彼
ら

は
い
ず
れ
も
高
安
郡
を
本
貫
と
す
る
人
々
で
あ

っ
て
､
郡
領
の
地
位
を
確
保
す
る
と

同
時
に
'
多
方
面

へ
の
展
開
を
可
能
に
す
る
準
備
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
る
｡

こ
の

よ
う
な
八
戸
史
氏
の
あ
り
方
は
､
郡
領
と
中
央
官
人
の
二
面
性
を
持

つ
畿
内
中
小
秦

(39)

族
た
る
畿
内
郡
司
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
｡

e
･
-
と
は
や
や
年
代
が

下
る
が
､

g
の
備
中
国
賀
夜
郡
の
郡
領
氏
族
賀
陽
氏
の
場
合
も
同
様
の

一
族
構
成
が

看
取
で
き
る
っ

良
藤
の
備
前
少
目
は
銭
で
入
手
し
た
地
位
と
記
さ
れ
て
お
り
､
良
藤

･
忠
貞
父
子
は
賀
夜
郡
に
居
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
､
と
も
に
九
世
紀
末
の

官
符
に
見
え
る
名
目
の
み
の
帯
官
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
､
中
央
官
人
や
任
用

国
司
の
地
位
を
有
し
て
い
る
｡
そ
し
て
､
大
領
､
吉
備
津
神
社
の
祢
宜
と
い
う
政

･
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祭
両
面
で
在
地
を
支
配
す
る
地
位
､
統
領
と
い
う
国
街
軍
制
を
支
え
る
役
割
な
ど
と

合
せ
て
､

一
族
で
様

々
な
展
開
の
可
能
性
と
在
地
支
配
の
保
持
を
達
成
す
る
こ
と
が

(叩
)

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
h
は
年
代
が
十

一
世
紀
初
と
さ
ら
に

下
る
が
､
播
磨
国
飾
磨
郡
の
譜
第
郡
領
氏
族
播
磨
直

(宿
祢
)
氏
が
飾
磨
郡
の
郡
司

に
加
え
､
大
接

･
少
按
な
ど
の
任
用
国
司
､
検
非
違
所
判
官
代
-
国
街
軍
制
を
担
う

在
庁
宮
人
の

｢所
｣

へ
の
出
仕
の
如
く
'
国
街
に
大
き
く
進
出
し
て
い
た
様
子
が
窺

(.ql)

え
よ
う
｡

h
で
は
大
按
小
野
道
忠
は
華
山
法
皇
に
不
充
分
な
接
待
し
か
で
き
な
か

っ

た
の
に
対
し
て
､
大
按
播
磨
延
昌
は
同
族
の
人
々
の
支
援
を
得
な
が
ら
'
充
分
な
対

応
を
行

っ
て
お
り
､
国
郡
行
政
の
運
営
に
際
し
て
播
磨
氏
の
協
力
が
不
可
欠
の
も
の

と
な

っ
て
い
る
点
が
看
取
で
き
'
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
な
'
必
ず
し
も
郡
司
だ
け
に
固
執
せ
ず
､
様
々
な
方
法
で
自
己
の
支

配
安
定
を
企
図
し
よ
う
と
す
る
譜
第
郡
司
の
姿
は
､
そ
の
他
､
十
世
紀
の
郡
司
任
用

の
儀
式
の
際
に
呈
さ
れ
る
国
解

の
中
の
郡
司
候
補
者
の
経
歴
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き

(42
)
る
｡
『
類
衆
符
宣
抄
』
第
七
に
見
え
る
事
例
の
中
で
は
'

α
天
徳
三
年
四
月
五
日
摂

津
国
司
解
の
住
吉
郡
大
領
津
守
宿
祢
茂
連

(前
鎮
守
府
軍
曹
正
六
位
上
)
､
β
応
和

三
年
八
月

一
日
尾
張
国
司
解

の
海
部
郡
大
領
尾
張
宿
祢
是
種

(散
位
正
六
位
上
)
､

γ
康
保
二
年
二
月
十
七
日
美
濃
国
司
解

の
各
務
郡
大
領
各
務
勝
利
宗

(前
出
羽
権
大

目
正
六
位
上
)
な
ど
が
抽
出
さ
れ
､
β
に
は

｢検
故
実
､
諸
国
主
典
巳
上
散
位
輩
､

二

一

越
次

一
度
補
任
大
領
之
職
'
縦
跡
巳
存
｣
と
あ
る
の
で
'
β
も
任
用
国
司
の
前
歴
を

/

二

一

有
す
る
者
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

γ
で
は

｢譜
第
之
輩
､
拝
任
諸
国
主
典
巳
上

二

之
後
､
依
国
解
文
'
越
次
補
任
大
領
之
例
不
可
勝
計
｣
と
記
さ
れ
て
お
り
､

α
～

γ

二

一

ン

二

一

/
二

一

は
い
ず
れ
も
譜
第
郡
領
氏
族
の
者
の
任
用
例
で
あ
る
か
ら
､

β
･
γ
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
､
本
来
郡
司
を
継
承
す
べ
き
譜
第
氏
族
の
人
々
が
､
郡
司
の
み
を

一
義

的
な
目
標
と
せ
ず
へ
任
用
国
司
等
の
国
街
で
の
地
位
や
国
務

の
経
験
を
視
野
に
入
れ

て
'
様
々
な
方
面

へ
の
展
開
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
｡
譜
第
郡
司
の
こ

う
し
て
方
面

へ
の
展
開
は
､
『
三
代
格
』
巻
七
寛
平
五
年
十

一
月
二
十

一
日
官
符

｢応
停
止
諸
国
擬
任
郡
司
遷
拝
他
色
事
｣
に

｢而
称
任
諸
国
之
吏
､
号
拝
親
王
家
司
､

/
三

二

一

/
二

一

/
二

一

不
動
公
事
､
専
利
私
門
｣
と
あ
り
'
郡
司
忌
避
の

一
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

/
二

一

二

一

こ
と
が
わ
か
り
､
実
例
と
し
て
は
貞
観
元
年
十
二
月
二
十
五
日
近
江
国
依
智
荘
検
田

帳
に
愛
智
郡
の
譜
第
郡
領
氏
族
依
知
秦
公
氏
の
者
で

｢
田
刀
前
伊
勢
宰
依
知
秦
公
安

雄
｣
'
｢遠
江
按
依
知
秦
公
乙
長
｣
と
い
っ
た
姿
が
見
え
る

(平

二

一八
)
こ
と
が
指

摘
で
き
る
｡

こ
の
よ
う
な
九
世
紀
後
半
の
あ
り
方
か
ら
､
第

一
章
で
検
討
し
た
十
世

紀
の
雑
色
人
郡
司
で
は
任
用
国
司
等
の
兼
帯
例
も
散
見
L
t
任
用
国
司
単
独
に
せ
よ
､

兼
帯
に
せ
よ
'
譜
第
郡
司
氏
族
の
者
が
こ
の
方
面

へ
の
展
開
に
も
目
を
向
け
て
い
た

こ
と
'
ま
た

β
･
γ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
'
任
用
国
司
1
郡
領
と
い
う
､
郡
領

就
任
者
の
経
歴
の
多
様
性
を
示
す
事
例
が
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
｡

以
上
を
要
す
る
に
'
八
､
九
世
紀
で
は
主
流
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
白
T
l
那

(=)

領
'
即
ち
譜
第
郡
司
氏
族
が
郡
領
の
地
位
の
み
に
固
執
す
る
姿
は
､
九
世
紀
後
半
の

郡
司
忌
避
の
風
潮
､
そ
の
後
の
十
世
紀
の
雑
色
人
郡
司
に
よ
る
兼
帯
例
の

一
般
化
な

ど
に
よ
り
大
き
く
修
正
さ
れ
'
任
用
国
司
等
の
他
の
官
職
を
経
た
後
に
郡
領
に
就
任

す
る
と
い
う
道
も
可
能
に
な

っ
た
｡
ま
た
十
世
紀
に
は
譜
第
郡
司
の
国
衛

へ
の
転
身

例
も
見
ら
れ
'
譜
第
郡
司
氏
族
は
郡
司
の
地
位
だ
け
で
な
く
､

一
族
で
様

々
な
在
地

支
配
に
有
効
な
分
野
に
進
出
し
て
､
権
力

･
権
威
の
保
持
に
努
め
た
の
で
あ
る
｡
し

た
が

っ
て
譜
第
郡
司
の
在
地
に
お
け
る
地
位
は
総
体
的
に
は
大
き
な
変
動
は
な
く
､

彼
ら
の
多
様
な
展
開
に
よ
り
､
む
し
ろ
在
地
支
配
に
お
け
る
郡
司
の
地
位
が
相
対
化

5



し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
ち
な
み
に
律
令
制
下
の
郡
が
東

･
西
'
南

･
北
な
ど
に
分
割
さ
れ
た
例
は
十
世
紀
か
ら
見
え
'
後
の
郡

･
郷

･
保
と

い
っ
た
中
世
的
国
郡
制
支
配
の
基
礎
と
な
る
単
位
が
成
立
し
始
め
て
お
り
'
郡
司
の

(44)

支
配
す
る
範
囲
に
も
変
化
が
現
れ
て
い
る
｡
ま
た
郡
街
遺
跡
は
全
国
的
に
十
世
紀
代

(45)

に
消
滅
す
る
と
い
う
現
象
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
'
こ
う
し
た
事
柄
も
譜
第
郡
司

の
転
身
例
な
ど
の
動
向
や
郡
司
の
地
位
の
相
対
化
と
関
連
す
る
と
考
え
て
み
た
い
0

そ
こ
で
'
十

一
世
紀
以
降
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
こ
と
に
L
t
本

節
の
最
後
に
十
世
紀
か
ら
十

一
世
紀

へ
の
変
化
と
関
係
し
そ
う
な
事
象
を
整
理
し
て
'

(46)

郡
司
制
の
行
方
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
｡
ま
ず
既
に
別
に
触
れ
た
よ
う
に
'

十
世
紀
初
よ
り
閲
郡
司
職
分
田
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
'
中
に
は
国
内
の
推
定
郡
司

職
分
田
数
に
比
し
て
五
〇
%
以
上
の
闘
郡
司
職
分
田
が
存
在
し
た
国
も
多
い
こ
と
に

注
意
さ
れ
る
｡
こ
う
し
た
事
象
は
単
に

一
時
的
に
関
郡
司
職
分
田
が
生
じ
'
新
し
い

郡
司
の
任
用
に
よ
っ
て
そ
の
数
が
変
化
す
る
と
い
う
事
態
で
は
な
く
'
む
し
ろ
閲
那

司
職
分
田
が
恒
常
的
に
存
在
す
る
状
況
'
即
ち
郡
司
職
分
田
の
有
名
無
実
化
'
正

負

郡
司
の
就
任
例
の
減
少
を
物
語
る
の
で
あ
る
｡
但
し
'
先
述
の
よ
う
に
'
十
世
紀
以

降
で
も
雑
色
人
郡
司
と
大

･
少
領
を
兼
帯
す
る
例
は
散
見
L
t
ま
た

『
類
釆
符
宣

抄
』
な
ど
に
も
郡
領
の
任
用
例
は
存
し
て
い
る
｡

一
方
'
『
平
安
遺
文
』
等
に
よ
り

郡
判
の
署
名
の
顔
ぶ
れ
を
瞥
見
す
る
と
'
十
世
紀
代
に
は
主
政
帳
の
署
名
が
見
え
な

く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
'
正
員
郡
司
任
用
例
減
少
の
傾
向
の
中
で
は
'
特
に
主
政
帳

の
消
滅
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
〈〕
そ
し
て
'
十
世
紀
後
半
～
十

一
世
紀
頃
の
雑
色
人
郡
司
の
名
称
の
消
滅
と
郡
司
の

一
員
化
の
現
象
で
あ
る
｡
｢は

じ
め
に
｣
等
で
言
及
し
た
よ
う
に
'
郡
司
あ
る
い
は
大
領
の
名
称
で
呼
ば
れ
る

一
員

郡
司
制
が
十

一
世
紀
に
は
成
立
す
る
が
'
そ
の
動
向
は
十
世
紀
後
半
か
ら
見
ら
れ
る
｡

例
え
ば
大
和
国
添
上
郡
で
は
'
天
暦
八
年
五
月
八
日
の
郡
判
の
惣
行
事

･
国
日
代
の

署
名

(平
二
六
八
)
を
最
後
に
'
天
元
三
年
二
月
七
日
の
郡
判
以
降

(平
三

1
七
)

は
惣
行
事
あ
る
い
は
郡
司
と
称
す
る
者

一
名
の
み
の
署
名
と
な

っ
て
お
り

(平
三
二

三

･
三
二
六

･
三
三

一
･
三
四
九

･
三
六

一
･
三
九
八

･
四
二
二

･
四
五
七

･
一
五

三
〇
･
一
五
三

一
)
'
郡
司
の

〓
貝
化
が
進
展
し
て
い
る
｡
そ
の
他
'
十
世
紀
代
の

事
例
と
し
て
は
'
大
和
国
平
群
郡

(平
三
〇
八

･
三
五
二

一
四
六
九
)
'
宇
智
郡

(平
三
二

一

三
三
三
)
'
高
市
郡

(平
四
五
六
三
)
な
ど
'
概
ね
天
暦
年
間
以
降

に
は

一
員
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

一
方
で
'
こ
の
時
期
は
近
国
の
伊
賀

国
な
ど
で
は
依
然
複
数
の
郡
司
の
署
名
が
見
ら
れ

(平
二
七

一

二
七
八

二
二
〇

四
)
'
伊
賀
国
で
は
十

一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

一
員
郡
司
の
例
が
現
れ
る

(平
五
〇

四
)
の
で
'
畿
内
'
特
に
大
和
国
で
は
逸
早
く

一
員
郡
司
が
登
場
し
た
と
考
え
ら
れ

る
｡
但
し
'
そ
の

一
員
郡
司
の
名
称
は
'
雑
色
人
郡
司
の
名
称
の

一
つ
が
残
存
し
た

も
の
や
大
領
あ
る
い
は
郡
司
と
称
す
る
も
の
な
ど
'
各
郡
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
い

る
の
で
'

一
員
郡
司
の
出
現
時
期
の
相
違
と
合
せ
て
'

一
員
郡
司
化
が
全
国

一
律
の

制
度
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
'
徐
々
に
郡
司
の
変
質
が
進
行
し
て
い
っ

た
結
果
到
達
し
た
と
い
う
事
情
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
主
政
帳
の
郡
判
署
名
か

ら
の
消
滅
'
郡
郷
制
改
変
に
よ
る
郡
司
の
支
配
す
る
範
囲
の
変
化
や
郷
別
専
当
郡
司

の
各
支
配
範
囲
で
の
権
威
確
立
な
ど
が

一
員
郡
司
制
成
立
に
関
わ
る
事
象
で
あ
り
'

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
が
十
世
紀

～
十

一
世
紀
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
'
次
に

節
を
改
め
て
'
十

一
世
紀
以
降
の
郡
司
の
あ
り
方
と
し
て
の

一
員
郡
司
制
の
様
相
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

6

2

一
員
郡
司
制
の
成
立



〓
貝
郡
司
制
と
は
､
十

一
世
紀
以
降
､
郡
司
は
そ
れ
ま
で
の
郡
判

へ
の
複
数
署
名

や
様
々
な
名
称
を
有
す
る
雑
色
人
郡
司
か
ら
単
に
郡
司
あ
る
い
は
大
領
と
称
す
る

一

員
の
み
と
な
り
､
郡
司
は
各
郡
に

一
人
と
い
う
中
世
的
国
郡
支
配

へ
の
移
行
を
示
す

時
期
の
郡
司
制
度
を
指
す
｡
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
'
郡
司

〓
貝
化
は
早
い
と
こ
ろ

で
は
十
世
紀
後
半
よ
り
現
れ
､
時
期
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
､
ま
た
名
称
も
使
系

な
ど
の
雑
色
人
郡
司
の
名
称
が

一
員
郡
司
の
名
称
と
し
て
残
る
場
合
が
あ
る
が
､
全

国
的
な
傾
向
と
し
て
'
概
ね
十

一
世
紀
頃
に
は

一
員
郡
司
制
が
成
立
し
て
行
く
と
見

て
よ
い
O

こ
の

一
員
郡
司
制
は
全
国

一
律
に
制
度
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
､
那

司
制
の
展
開
の
結
果
成
立
し
た
と
い
う
色
彩
が
濃
い
｡
そ
こ
で
､

一
員
郡
司
の
役
割
､

位
置
づ
け
や
そ
の
成
立
の
背
景
な
ど
を
知
る
に
は
､
具
体
的
事
例
に
基
づ
い
て
帰
納

的
に
考
察
す
る
し
か
な
い
と
思
う
｡
以
下
､
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
､

〓
貝
郡
司

制
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
｡

ま
ず
十

一
～
十
二
世
紀
の
郡
司
任
用
状
況
が
最
も
よ
く
わ
か
る
郡
と
し
て
､
安
芸

国
高
田
郡
の
例
を
掲
げ
て
､

一
員
郡
司
制
下
の
郡
司
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
考
え
る
辛

が
か
り
と
す
る
｡
高
田
郡
司
の
動
向
が
判
明
す
る
の
は
､
厳
島
文
書
に
よ
っ
て
郡
司

藤
原
氏
の
所
領
集
積
と
伝
領
の
様
子
を
復
原
で
き
る
た
め
で
あ

っ
て
､
高
田
郡
司
顔

原
氏
の
あ
り
方
は
こ
の
時
期
の
郡
司
の
存
在
形
態
を
考
察
す
る
上
で
従
来
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
き
た
｡
し
か
し
､
近
年
厳
島
文
書
を
め
ぐ
る
史
料
批
判
が
行
わ
れ
､
偽
文

書
の
弁
別
が
試
み
ら
れ
､
ま
た
郡
司
の
推
移
や
郷
司
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
新
し
い

(47)

見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
､
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
成
果
に
学
び
つ
つ
､
私
見
を
整

理
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡
高
田
郡
司
の
任
用
状
況
と
関
係
文
書
は
表
3
､
郡
司
お
よ

び
所
領
相
承
の
次
第
は
図
2
の
通
り
で
あ
る
｡

図2 安芸国高田郡司および所領相承次第

(源)

頼信 T.頼綱

＼
(佐伯)

成孝

(凡) (藤原)

守伸 一 守満 一 守頼 - 守遠 一 頼如 一 頼方

1031 (1057) (1068) 1083

師長 〔師業〕 業長 景弘 一 景信

◎数字は郡司就任年次 (西暦)､( )は初見年次｡( )内は各系列の氏姓を記した｡
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表3 安芸国高田郡の郡司と関係文書

官職名等 人名 年月日 出典 偽文書の弁別 備考

Y A N

(前大領)散位 藤原朝臣守伸 長元4･6･3 平4614* A x x

大領 ･大接 藤原 守満

郡司 ･散位 藤原 守満 永承3･7･2 平622* A X X

郡司 ･惣判官代 藤原朝臣頼方 天喜1･2･5 平699 B

郡司 凡 天喜4･3･10 平769

郡司 ･散位 藤原 守頼 天喜5･3･10 平854* A X X

郷司 ･散位 藤原朝臣 治暦2･3･2 平1001

郡司 ･散位 藤原 守遠 治暦4･3･10 平1031* A X X

郷司 ･大按 藤原 頼方 延久4･9･10 平1084* A

権大介 凡宿称※ 延久6･8･10 平1049

徴古7

新出34

散位 藤原朝臣 承保2･8･10 徴古9

郷司 ･散位 藤原朝臣 承保3･2･10 平1269

郡司 ･散位 藤原 頼方 承保4･12･30 徴古12

郷司 藤原 頼方 承暦2･9･2 平1150

･惣大判官代

惣大判宮代 藤原朝臣頼方 承暦2･10･3 平1153

散位 藤原朝臣頼成

×

B X

B X

大領 ･従五下 藤原朝臣頼方 永保3･6･7 平1200* A

散位 藤原朝臣 応徳1･2 徴古18

郡司 ･散位 藤原朝臣頼方 応徳2･2･16 平1229* A

郡司 ･散位 藤原 頼方 応徳2･3･16 平1230 B

郡司 ･散位 藤原 頼方 応徳2･3･16 平1231･ B

補277

前郡司 頼如

郡司 応徳2･10･5 徴古25

散位 藤原朝臣 寛治1･10･1 徴古31

郡司 ･散位 藤原朝臣頼成 嘉保2･8･15 平1348* A

郡司 ･散位 藤原朝臣頼成 嘉保3･6 平1357* A

郡司 ･散位 藤原朝臣頼成 嘉保3･12･26 平1366* A X

郷司 ･散位 藤原朝臣頼成 永長2･3･5 平1370* A X

大領 ･散位 藤原朝臣頼成 承徳2･2･20 平1390* A

･従五下

郡司 藤原朝臣 承徳2･2･26 徴古55

郡司 ･散位 藤原朝臣頼成 承徳2･3･10 平補290

郡司 藤原朝臣 承徳2･3･28 平1393

郡司 長治3･12･9 徴古61

- 8-

三田郷 (M)･別符重行

(S)の名主とともに大

領職を譲与

M ･Sを嫡男守頬に譲与

郡司補任の庁宣

売券の郡判

M ･Sを嫡男守遠に譲与

三田郷の郷司

M ･Sを嫡男頼方に譲与

三田郷の郷司補任の国符

売券の郡判

三田郷内の土地集積

風早郷内の土地集積

M ･Sを嫡男頼成に譲与

三田 ･風早両郷の

郷司補任の庁宣

三田 ･風早両郷を嫡子

頼成に譲与

3･10大領補任の旨の官符

三田郷内の土地集積

大領補任の国符

三田郷の先祖相伝所領

田畠を立券

風早郷の先祖相伝所領

田畠を立券

｢不治第一｣と非難される

三田郷の土地集積

三田郷の土地集積

郡内7郷の領畠の相伝

認可を要求

郡司補任の庁宣

郡司補任の庁宣､｢三田

風早麻原甲立井四箇郷｣

と見える

粟屋 ･船木両郷司補任

の庁宣

承徳1･12･18大領補任の

旨の官符

三田郷の土地集積

Mを嫡男成孝に譲与

三田郷の土地集積

書生丹治近恒が｢郡司所領｣

により高田 ･安南両郡の券

文を申渡



大領 ･従五下 藤原朝臣頼成 天仁2･4･30 平1704* A

散位 藤原朝臣 天仁3･3･10 平1718 B

散位 藤原朝臣成孝

散位 藤原 頼成 永久2.3･10 平1803* A

郷司 藤原朝臣 永久4･10 平1863

郷司 ･散位 藤原朝臣 大治2･3 平2103･

新出15

郷司 ･散位 藤原 成孝 保延5･1 徴古69*

散位 藤原朝臣成孝 保延5･6 平2410 A

散位 藤原朝臣 仁平3･12 平2791･

新出15

散位 源 頼信 仁安2･6･15 新出40 C

散位 源 頼信 仁安2･6･15 平3426 C

地頭 佐伯朝臣景弘 安元2･7 平3772

郷司 ･散位 平朝臣景弘 治承3･11･2 平3888

郷司地頭 ･散位 佐伯朝臣景弘 治承3･11 平3889

郷司地頭 ･散位 佐伯朝臣景弘 治承3･11 平3890

地頭 ･散位

地頭 ･散位

地頭 ･散位

郷司 ･散位

郷司 ･散位

郷司 ･散位

郷司 ･散位

安芸守 ･従四下

佐伯朝臣景弘 治承4.8･27 平3920

佐伯朝臣景弘 治承4･8･27 平3921

佐伯朝臣景弘 治承4･9･6 平3923

源頼 綱 治承4･9･7 平補132

佐伯朝臣景弘 治承4･10 平3927

佐伯朝臣景弘 治承4･11･11 平3936

佐伯朝臣景弘 治承4･10 平3928

佐伯朝臣景弘 治承4･11･3 平3933

佐伯朝臣景弘 寿永1･3 平4026

佐伯朝臣景信

×

×

× ×

× ×

?

◎ ･出典の*は平2410の譲与 ･郡司補任の文書一覧に見えることを示す｡

2･5大領補任の旨の官符

(重任)

三田 ･風早両郷を成孝に

譲与

Mを嫡男成孝に譲与

風早郷内の土地集積

風早郷内の先祖相伝

所領を立券

三田郷司補任の留守

所下文

下司職を保持して､相伝

所領を中原師長に譲渡

苧糸注文を提出

風早郷内の土地を厳島

神社に寄進

三田郷内の土地を厳島

神社に寄進

中原師長の寄文状を受け､

高田郡内7箇郷の地頭補

任の庁宣

粟屋郷司補任を伝える

留守所下文

三田郷司地頭等職補任の

庁宣

同上の留守所下文

粟屋郷地頭職補任の庁宣

三田郷地頭職補任の庁宣

同上の留守所下文

三田 ･粟屋郷の万雑公事を

頼信以来勤仕の旨を景弘に

中上

粟屋郷司職補任の庁宣

同上の留守所下文

三田郷司職補任の庁宣

同上の在庁下文

高田郡内7箇郷の相伝私領

を嫡男景信に譲与

徴古は 『広島県史』古代中

世資料編Ⅴ (1980年)の ｢安芸国徴古雑妙｣の番号による｡新出は ｢新出厳島文書｣で､『平安

遺文』と異同のあるもののみ､番号を掲げた｡

･偽文書の弁別 :Y-山田渉氏の区分 (A ;藤原成孝一中原師長一同業長一佐伯景弘と伝来して厳

島文書に含まれるようになった文書群で､平2410とすべて一致し､一応信用し得る､B;成孝一

源頼信-佐伯景弘と伝来したもので､郡司補任の事実関係と反するものが含まれており､内容 ･

書式等からも偽文書と考えられる､C;景弘もしくは厳島神社が直後に文書の本来の授受に関係
していたもの)｡ A-ARNESEN､N-錦織氏が偽文書とするものに×印 (?は偽文書の可能性
があるもの)｡

･※ ｢凡宿祢｣は錦(9)氏註閏 a論文89頁註(13)に､｢｢徴古雑抄｣では ｢権大介｣の下に ｢宿｣の字
と ｢禰｣の偏の ｢示｣らしさものが読める｣と記されていることによった｡
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①
郡
司
任
用
の
官
符
に
は

｢大
領
｣
に
補
任
す
る
と
記
さ
れ
て
お
り
'
大
領
が
正
式

な
名
称
で
あ

っ
た
｡
但
し
'
大
領
に
任
じ
ら
れ
た
人
物
が
単
に
郡
司
と
称
し
た
り
'

前
任
者
を
指
し
て

｢前
郡
司
｣
と
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
､
こ
の
郡
司
=
大
領

で
あ

っ
て
'
郡
司
の

一
員
化
は
ま
ち
が
い
な
く
行
わ
れ
て
い
た
｡
な
お
'
か

つ
て
は
､

こ
の
段
階
で
は
郡
司
=
郷
司
の
場
合
が
存
し
､
郡
司

(大
領
)
は
郷
司
の
集
合
体
で

(4)

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
､
郡
司
補
任
に
伴

っ
て
高
田
郡
の
各
郷
の
郷
司
に
も
任
命

さ
れ
た
と
す
る
文
書

の
多
く
が
偽
文
書
と
考
え
ら
れ
る
の
で
'
郡
司
と
郷
司
の
関
係

に
は
再
検
討
を
要
す
る
｡

錦
織
氏
に
よ
る
と
'
頼
方
は
三
田
郷
司
職
を
有
し
た
こ
と

は
確
実
で
'
風
早
郷
司
職
も
保
持
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
､
頼
成
以
下
は
両
郷
司
職

に
就

い
て
い
た
徴
証
は
な
く
､
そ
れ
ら
は
頼
方
か
ら
頼
成
以
外
の
子
息
に
譲
ら
れ
た

蓋
然
性
が
高

い
と
さ
れ
て
お
り
'
郡
司
の
相
承
と
郷
司
は
別
個
で
あ

っ
た
と
見
て
よ

(49)

い
と
思
わ
れ
る
｡
補
任
形
式
か
ら
い
っ
て
も
､
大
領

(郡
司
)
は
太
政
官
符
に
よ
る

(50)

任
用
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

②
郡
司
相
承
の
次
第
に
つ
い
て
は
､
守
遠
か
ら
頼
方

へ
の
継
承
に
関
し
て
､
｢件
畠
'

先
祖
相
伝
之
所
領
也
｡
而
故
守
遠
宿
祢
､
無
指
子
息
之
間
､
死
去
之
後
､
方

々
牢
龍
'

二

一

然
而
頼
方
為
彼
末
葉
之
上
､
以
譜
代
之
理
､
令
執
行
郡
務
之
処
'
蓋
領
知
彼
所
領
畠

二

一

二

一

/
二

一

二

一

平
｡
抑
前
郡
司
頼
如
不
治
第

一
也
'
或
以
相
伝
郡
司
所
知
､
活
与
他
人
'
或
朝
来
暮

二

一

二

一

往
之
氏
'
以
郡
司
所
領
地
､
活
却
所
住
百
姓
'
甚
不
知
其
理
者
｣
と
い
う
事
情
が
記

二

一

二

一

ン
二

一

さ
れ
て
お
り

(平

1
二
三

1
･
補

二
七
七
)
､
A
R
N
E
S
E
N
氏

･
錦
織
氏
は
､
守
遠

を

｢守
遠
宿
祢
｣
と
称
し
て
お
り
､
朝
臣
を
名
乗
る
藤
原
氏
と
は
カ
バ
ネ
が
異
な
る

こ
と
､
藤
原
朝
臣
頼
方
以
前
に
は
凡
宿
祢
姓
の
者
が
郡
司
と
し
て
散
見
す
る
こ
と
か

ら
'
藤
原
氏
に
よ
る
相
承
と
い
う
従
来
の
見
方
を
否
定
し
､
凡
氏
か
ら
藤
原
氏

へ
の

展
開
が
あ

っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡

名
前

の
面
で
も
､
守
遠
ま
で
は

｢守
｣
を
通
字
と
し
て
い
る
の
で
'
｢頼
｣
を
通
字
と
す
る
頼
如

･
頼
方
等

の
藤
原

氏
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
断
絶
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
と
す
る
と
'
守
仲

～
守

満
を
藤
原
姓
と
す
る
文
書
は
自
ず
と
偽
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
'
成
孝
か
ら
源

頼
信

へ
の
所
領
譲
与
が
養
子
関
係
に
よ
る
と
記
さ
れ
て
お
り

(平
三
四
六
二

･
新
出

四

〇
)､
上
掲

の
守
遠
1
頼
方

の
相
承
も
何
ら
か
の
合
理
的
理
由
が
想
定
で
き
そ
う

で
あ
る
か
ら
､
相
承
の
次
第
を
考
え
る
上
で
は
依
拠
し
得
る
史
料
と
評
価
し
て
'
検

討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
｡

③
凡
宿
祢
氏
は
安
芸
国
造
凡
直
の
系
譜
を
引
く
高
田
郡
の
譜
第
郡
領
氏
族
で
あ

っ
た

(51)

と
考
え
ら
れ
る
｡
と
す
る
と
､
前
節
で
整
理
し
た
十

～
十

一
世
紀
の
譜
第
郡
司
氏
族

の
者
の
様

々
な
転
身
と
と
も
に
'
前
節
で
触
れ
た
事
例
の
中
に
も
見
ら
れ
た
が
､
十

一
世
紀
以
降
の
段
階
に
お
い
て
も
譜
第
郡
司
が
存
続
し
て
い
た
例
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
'
譜
第
郡
司
氏
族
の
動
向
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
知
見
を
呈
す
る
こ
と
に
な

る
｡
な
お
'
郡
司
が
藤
原
氏
に
な

っ
て
か
ら
後
も
､
凡
氏
は
国
書
生
と
し
て
活
躍
し

て
お
り

(平

一
二

一六

･
二
二
四

〇
･
二

一
〇
三
㌧
徴
古
二
四

･
二
六
な
ど
)
､
譜

第
郡
司
か
ら
在
庁
官
人

へ
の
転
身
､
国
街

へ
の
進
出
を
試
み
て
い
る
の
で
あ

っ
て
､

凡
氏
の
勢
威
が
失
墜
し
た
訳
で
は
な
い
こ
と
は
､
前
節
で
の
検
討
と
も
合
致
し
て
い

る
o
ち
な
み
に
､
藤
原
氏
に

つ
い
て
は
､
頼
方

の

｢大
接
｣

の
肩
書

(平

1
〇
八

四
)
が
信
頼
で
き
る
と
す
れ
ば
'
国
街
官
人
か
ら
郡
司

へ
の
転
身
を
図

っ
た
こ
と
に

な
り
､
こ
の
時
期
の
在
地
有
力
者
の
複
雑
な
動
向
の

一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

平

l
〇
五
九

･
二

〇
九

･
二

二
二

一
二

七

･
二
二
八
九
の
播
磨
国
赤
穂
郡

の
郡
司
秦
為
辰
の
場
合
は
､
譜
第
郡
領
秦
造
氏
の
系
譜
を
引
く
者
で
あ

っ
た
が
､
肩

書
は
大
接
で
あ
り
､
久
富
保
内
の
荒
井
溝
修
理
に
際
し
て
郡
内
人
夫
を
徴
発
す
る
た

め
に

一
時
郡
司
を
帯
し
て
い
た

(平

1
1
〇
九

･
1
1

二
二

)

o
そ
し
て
､
そ
の
後

10



は

｢久
富
保
公
文
職
井
重
次
名
地
主
職
｣
を

｢開
発
之
私
領
也
｣
と
主
張
す
る
に
至

っ
て
い
る

(平

二
二
八
九
)｡
と
す
る
と
､
｢大
接
｣
藤
原
氏
が
高
田
郡
司
職
相
承
を

企
図
し
た
の
も
､
こ
う
し
た
郡
司
と
し
て
の
権
限
や
所
領
開
発

･
集
積
と
関
わ

っ
て

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
く
る
｡

④
こ
の
時
期
の
郡
司
の
役
割
と
し
て
は
､
表
3
に
よ
る
と
､
依
然
と
し
て
郡
司
が
売

券
の
証
判
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
そ
し
て
'
徴
税
を
請
負
う
存
在
と
し

て
の
活
動
に
も
注
意
さ
れ
る
｡
坂
上
氏
は
､
長
治
三
年
二
月
十
九
日
丹
治
近
恒
田
畠

売
券

(徴
古
六

1
)

の
｢件
田
畠
､
自
元
往
古
公
民
所
領
也
､
而
勤
仕
公
文
預
職
之

/

二

一

間
､
年
々
負
累
物
代
立
券
領
知
顕
然
也
｡
且
被
停
止
公
文
預
､
且
依
為
郡
司
所
領
､

/
二

一

ノ
二

一

本
券
相
共
､
副
新
券
､
所
注
渡
進
如
件
｣
と
い
う
近
恒
か
ら
郡
司
藤
原
頼
戒

へ
の
所

二

一

二

一
/

領
移
動
に
つ
い
て
'
三
田

･
風
早
郷
下
で
藤
原
氏
の
領
知
地
域
が
拡
大
し
た
こ
と
を

背
景
に
､
以
後
両
郷
の
徴
税
活
動
に
関
し
て
は
郡
司
藤
原
氏
が
権
限
と
責
任
を
持

つ

体
制
が
出
来
上
り
､
所
領
と
し
て
認
可
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
存
し
た
こ
と
を
示
す

と
解
さ
れ
た
｡
十
世
紀
の
郡
司
が
徴
税
請
負
責
任
を
持
た
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
､

十

一
世
紀
の
郡
司
は
在
庁
官
人
等
と

一
緒
に
負
累
物
代
の
所
領
を
没
収
し
た
り
､
結

解
を
作
成
し
た
り
す
る
徴
税
活
動
を
挺
子
に
所
領
集
積
=

在
庁
別
名
成
立
を
実
現
し
､

国
街
領
の
徴
税
を
請
負
う
存
在
と
な
り
､
国
街
支
配
の

一
端
を
担
う
よ
う
に
な
る
と

い
う
の
で
あ
る
｡
但
し
､
郡
司
藤
原
氏
の

｢郡
司
所
領
｣
に
は
行
余
曲
折
が
あ
り
､

｢不
治
第

一
｣
と
非
難
さ
れ
る
頼
如
と
頼
方
と
の
相
争

(②
前
掲
史
料
)
､
錦
織
氏

が
指
摘
さ
れ
る
頼
戒
の
二
度
に
亘
る
郡
司
任
用
の
背
景
と
し
て
の
弟
と
の
相
論

(平

二
四

一
〇
｢頼
成
二
箇
度
給
官
符
､
与
舎
弟
有
相
論
之
故
也
｣
)､
ま
た
A
R
N
E
S
E
N

二

一

二

一
二

一

氏
が
言
及
さ
れ
る
周
辺
地
域
の
荘
園
化
と
の
競
合
な
ど
､
様
々
な
要
素
を
考
慮
し
て

(52)

お
く
必
要
が
あ
る
｡
錦
織
氏
に
よ
る
と
､
成
孝
は
郡
司
で
あ

っ
た
徴
証
は
な
い
が
､

｢所
領
田
畠

･
栗
林

･
袖
山
等
､
従
先
祖
守
仲
之
時
､
至
干
親
父
頼
成
､
為
高
田
那

二

一

二

一

二

七
郷
大
領
之
職
､
次
第
相
承
所
令
領
知
也
｣
(平
二
四

一
〇
)
と
主
張
し
得
た
の
は
､

一

/
二

一

や
は
り
高
田
郡
司
藤
原
氏
の
所
領
に
つ
い
て
権
限
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
､
顔

頼
信

･
頼
綱
が
三
田

･
粟
屋
郷
の
万
雑
公
事
を
勤
仕
し
た

(平
補

二
二
二
)
の
は
郡

司
の
職
務
と
関
わ
り
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
'
成
孝

･
頼
信

･
頼
綱
ら
も
郡
司
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
｢相
伝
所
知
｣
二

郡
司
所
領
｣
の
語
は

守
遠
1
頼
方
の
相
承
時
に
も
見
え
て
お
り
､
こ
の
時
期
に
所
領
相
承
と
郡
司
相
承
が

一
体
と
な
る
形
が
成
立
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

以
上
'
安
芸
国
高
田
郡
の
事
例
に
よ
り
'

一
員
郡
司
制
下
の
郡
司
の
動
向
や
そ
の

役
割

･
活
動
の

7
端
を
か
い
ま
み
た
｡
で
は
､
こ
う
し
た
郡
司
の
あ
り
方
は
他
の
那

の
場
合
に
も
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
郡
司
氏
族
の
動
向
や
相
承
次
第
が
わ
か
る

例

は

な

い
が

､
郡
司
の
役
割

･
活
動
に
つ
い
て
は
多
く
の
史
料
が
存
す
る
の
で
､
そ

れ
ら
を
整
理
し
て

〓
貝
郡
司
の
役
割
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
｡
ま
ず
売
券

･
紛

失
状
な
ど
に
対
す
る
郡
判
に
つ
い
て
は
､
郡
判
を
据
え
た
売
券
そ
の
j
j
の
が
稀
に
な

っ
て
き
て
い
る

(表
3
)
の
で
､
当
代
の
実
質
あ
る
職
務
と
見
な
す
こ
と
に
は
疑
問

I.7;)

も
呈
さ
れ
て
い
る
が
､
郡
司

･
在
地
刀
祢
証
判
の
も
の
は
十

一
世
紀
後
半

～
十
二
世

紀
に
も
存
し
て
お
り
､
こ
う
し
た
行
為
が
郡
司
の
役
割
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ

(5)

い
と
考
え
る
｡

次
に
前
章
で
指
摘
し
た
国
使
-

郡
司
関
係
に
基
づ
く
役
割
と
し
て
､

土
地
の
立
券
､
四
至

･
坪
付
の
言
上
､
妨
領
停
止
や
帰
属
に
関
す
る
証
言
を
国
使
と

と
も
に
励
行
す
る
こ
と
､
官
物

･
臨
時
雑
役
等
租
税
免
除
の
実
施
や
租
税

･
労
役
等

の
徴
収

･
進
上

へ
の
関
与
な
ど
の
徴
税
関
係
の
行
為
が
掲
げ
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
宿

動
は
基
本
的
に
は
現
地
の
郡
司
が
中
心
と
な
っ
て
実
行
さ
れ
る
が
､
強
制
執
行
を
伴

う
場
合
に
は
国
使
-

郡
司
関
係
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た

(平
七

〇
四

- 日1-



二
〇
〇
〇
な
ど
)
の
は
前
代
と
同
様
で
あ

っ
た
｡
ま
た
治
安
維
持
の
面
に
お
い
て

は
'
郡
司
の
活
動
が
期
待
さ
れ
'
武
力
を
発
動
す
る
場
合
も
存
す
る

(『
本
朝
世

紀
』
久
安
二
年
四
月
二
十
五
日
条
'
平
五
二
七

･
三
四
三
二

二
二
五
三
五
な
ど
)
が
'

｢錐
不

知
子
細
'
加
郡
判
了
｣
二

(検
非
違
使
が
)
請
在
地
郡
司
証
判
進
上
｣
(平

ン

ン
二
一

二

一

二

一

四
九
五

･
五
二
〇

)
と
､
郡
司
は
事
件
の
報
告
あ
る
い
は
報
告
書
に
署
判
す
る
だ
け

で
'
治
安
維
持
の
た
め
の
強
制
力
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
場
合
が
散
見
す
る
の
も
特

色
で
あ
る
｡

一
方
'
｢
郡
司
等
参
上
'
定
無
其
勤
'
事
在
農
節
'
従
軽
法
可
給
暇
｣
(『
小
右

t一

一

二

一

二

一
ン

/

記
』
治
安
三
年
正
月
二
十
六
日
条
)
に
窺
わ
れ
る
勧
農

へ
の
関
与
'
駅

･
駅
路
の
管

理

(同
長
和
元
年
八
月
十
七
日
条
'
『
帥
記
』
承
保
元
年
六
月
二
十
九
日
条
)
な
ど
'

前
章
で
も
触
れ
た
在
地
機
能
の
維
持
に
関
わ
る
事
項
で
は
'
郡
司
の
役
割
は
大
き
か

っ
た
｡
そ
の
前
提
と
し
て
'
国
使
-

郡
司
関
係
に
よ
っ
て
任
務
が
遂
行
さ
れ
る
際
に

も
'
四
至
言
上
や
犯
人
言
上
'
在
地
の
先
例
の
中
上

(『
太
神
宮
雑
事
記
』
長
和
二

年
九
月
条
'
康
平
二
年
三
月
十
九
日
条
'
平
四
六
二

･
1
〇
四

〇
二

三
五
三

･
二

五
四

一
･
三

〇
九
三
)
な
ど
を
行
う
'
在
地
の
情
報

･
情
勢
に
通
じ
た
存
在
と
し
て

の
郡
司
の
あ
り
方
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
の
整
理
に
よ
れ
ば
'

一.
員
郡
司
の
役
割
や
存
在
形
態
は
基
本
的
な
と
こ
ろ
で

は
十
世
紀
の
雑
色
人
郡
司
と
同
様
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
で
は
'

一
員
郡
司

制
の
段
階
で
の
特
色
は
全
く
抽
出
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
｡
先
学
も
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
が
'
私
は
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
点
で
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
と
考
え
る
｡
ま
ず
郡
司
領
の
存
在
で
あ
る
｡
｢郡
司
領
｣
は
康
治
二
年
七

月
十
六
日
尾
張
国
安
食
荘
立
券
文

(平
二
五

一
七
)
､
久
安
六
年
十
月
二
十
二
日
伊

勢
国
志
貴
厨
内
検
帳

(平
二
七

二

)
'
仁
安
元
年
飛
騨
国
雑
物
進
末
注
進
状

(平

三
四

一
〇
･
三
四

二

)
や
建
久
年
間
の
大
田
文
に
も
散
見
し
て
お
り
､
｢
郡
司
則

佐
所
領
給
廿
七
町
八
反
百
八
十
歩
｣
(天
喜
四
年
三
月
二
十

一
日
伊
賀
国
黒
田
荘
工

夫
等
解

〔平
七
八

二

)
'
｢可
為
郡
司
名
田
｣
(仁
平
元
年
四
月
八
日
常
陸
国
留
守

ン
二

一

(55)

所
下
文

〔平
二
七
二
七
〕)
や
下
総
国
相
馬
郡
司
平
氏

(平
二
五
八
六
)
･
大
隅
国
贈

於
郡
司

(平
三
二
二
〇
･
三
二
三

〇
)
･
薩
摩
国
牛
尿
郡
司

(平
三
七

〇
五
)

の
例

な
ど
か
ら
考
え
て
'
④
で
触
れ
た
よ
う
に
､
郡
司
職
と
と
も
に
代
々
相
承
す
べ
き
所

領
を
有
L
t
徴
税
責
任
を
請
負
う
形
の
郡
司
の
存
在
形
態
と
不
可
分
の
も
の
と
言
え

る
｡
『
古
事
談
』
(十
三
世
紀
初
の
成
立
)
第
三
僧
行
の
中
の
伊
賀
国
で

｢郡
司
不
慮

蒙
国
勘
被
退
却
国
中
｣
時
､

｢相
伝
之
所
領

･
所
従
モ
有
其
数

'
惣
打
棄
テ
赴

入

二

一
/
二

一

二

一

二

国
｣
と
あ
る
の
は
'
そ
の
よ
う
な
郡
司
の
位
置
づ
け
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
'
ま

た
久
安
五
年
五
月
六
日
東
大
寺
僧
寛
仁

･
伊
賀
国
日
代
中
原
利
宗
問
注
記
案

(平
二

六
四
四
)
に

｢郡
郷
官
物
結
解
作
法

ハ
郡
司

･
郷
司

･
加
納
田
司
等
'
先
作
結
解
テ
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二
一
U控E

付
税
所
｣
と
見
え
る
の
は
'
郡
司
の
徴
税
面
で
の
役
割
を
窺
わ
せ
る
文
言
で
あ
ろ
う
｡

と
こ
ろ
で
'
河
音
能
平
氏
は
'
九
世
紀
初
成
立
の

『
日
本
霊
異
記
』
と
十
二
世
紀

前
半
成
立
の

『
今
昔
物
語
』
の
同
じ
話
'
特
に

『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
十
四
請

と

『
今
昔
物
語
』
第
二
十
六
巻
第
八
話
と
を
対
比
し
て
､
前
者
で
は

｢多
く
鱗
に
し

て
財
に
富
み
'
数
屋
倉
を
作
り
｣
と
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
が
､
後
者
で
は

｢其
ノ

郡
ノ
郡
司
有
ケ
リ
｣
と
全
く
異
な

っ
た
表
現
に
な

っ
て
い
る
'
後
者
で
は
財
宝
の
中

か
ら

｢馬
牛
｣
な
く
な
る
と
と
も
に
､
前
者
の

｢奴
婦
｣
が

｢仕
ケ
ル
従
者
共
｣
と

い
う
主
従
関
係
の
下
に
身
分
的
に
隷
属
す
る
者
に
変
化
し
て
い
る
､
そ
の
財
産
形
態

の
主
要
な
も
の
が
前
者
の
屋
倉
に

一
ば
い
つ
ま

っ
て
い
た
稲
な
ど
の
動
産
か
ら
'
徳

者
で
は

｢領
シ
ケ
ル
田
畠
｣
･
｢知
ル
所
｣
と
い
っ
た
土
地
=
不
動
産
に
変
化
し
て
い

(57)

る
､
と
い
っ
た
興
味
深
い
様
相
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
即
ち
そ
こ
に
地
方
豪
族
は
明



確
に
従
者

(下
人

･
所
従
)
を
従
え
､
郡
司
職
を
帯
び
た
在
地
領
主
と
し
て
登
場
す

る
と
い
う
変
化
相
を
読
み
取
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
｡
先
掲
の
郡
司
の
土
地
認
定
行

為
に
関
連
し
て
､
郡
司
が
庄
官
を
兼
帯
L
t
他
の
庄
園

へ
の
妨
領
を
行
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
非
難
さ
れ
て
お
り

(平
二
四
六
九

二

一五
八
六

二
二
七

二

な
ど
)
'
保
元

二
年
三
月
十
七
日
太
政
官
符

(保
元
新
制
､
平
二
八
七
六
)
に
も

｢以
在
庁
宮
人

･

二

郡
司

･
百
姓
､
補
庄
官
定
寄
人
'
窓
募
名
田
､
遁
避
課
役
'
郡
県
之
滅
亡
'
乃
貫
之

一

二

一
二

一

二

一

二

一

擁
怠
､
職
而
此
由
｣
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
安
芸
国
高
田
郡
司
に
つ
い

て
は
､
成
孝
の
代
に
所
領
を
寄
進
し
て
庄
園
化
と
下
司
職
保
持
を
企
図
し
て
失
敗
し

た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
､
そ
の
他
郡
司
が
所
領
寄
進
に
よ
っ
て
下
司
職
保
持
を

行

っ
て
い
る
例
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る

(下
総
国
相
馬
郡

〔平
二

一
七
六
〕
､
播
磨

国
赤
穂
郡

〔平

二
二
八
九
〕
な
ど
)
｡

こ
の
よ
う
な
在
地
領
主
化
を
企
図
す
る
郡
司

の
あ
り
方
を
象
徴
す
る
の
が
郡
司
領
の
出
現
で
あ

っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ

Aつ
O次

に

｢在
地
｣
の
位
置
づ
け
が
あ
る
｡
大
宝
律
令
で
成
立
し
た
郡
司
の
性
格
に
関

し
て
は
､
官
人
的
諸
規
定
上
の

｢旧
守
性
｣
や
非
律
令
的
性
格
に
注
目
し
た
見
解
や

(58)

共
同
体
農
民
の
保
護
者
た
る
の
側
面
を
描
く
立
場
に
対
し
て
､
そ
の
官
人
的
性
格
､

被
支
配
者
層
に
対
す
る
収
奪
者
と
し
て
の
側
面
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
批

(5)

(6)

判
が
あ
り
､
郡
司
の
性
格
に
は
二
面
性
が
存
し
た
｡
大
局
的
に
見
て
､
在
地
首
長
刺

論
が
指
摘
す
る
よ
う
に
､
律
令
制
下
の
地
方
支
配
が
実
質
的
な
面
で
在
地
豪
族
た
る

(61)

郡
司
に
多
く
を
依
存
し
て
い
た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
が
､
郡
司
は
国
郡
里

(郷
)
制

に
よ
る
地
方
支
配
の
中
で
､
国
司
-

郡
司

-
里
長

(郷
長

)
-
在
地
と
い
う
位
置
づ

け
で
､
在
地
社
会
の
支
配
に
臨
む
存
在
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
十

一
世
紀
以
降
､
｢在
郡
司
｣
･
｢在
地
郡
司
｣
の
表
現
が
顕
著
に
見
ら
れ
､
｢検
田
所

井
在
郡
司
｣
(平
七
二

一
)
､
｢国
使
井
在
地
郡
司

･
刀
□
｣
(平
補
七
)
､
｢国
使
惣

判
官
代
津
守
永
行
井
在
地
郡
司

･
刀
祢
等
｣
(平
補
三
七
)
な
ど
と
あ
る
の
で
､
国

使
､
在
庁
官
人
は

｢在
地
｣
に
は
含
ま
れ
ず
､
国
使
-

在
地
/
郡
司
-
刀
祢
と
い
う

(62)

関
係
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
先
述
の
よ
う
に
､
こ
の
時
期
の
郡
司
は
在
地
情
勢

･
先
例
に
通
暁
し
た
存
在
と
し
て
の
役
割
が
想
定
さ
れ
､
｢郡
司

･
刀
祢
等
者
為
国二

衛
之
進
止
､
検
田

･
検
畠
之
時
､
以
彼
等
為
図
師
致
沙
汰
｣
(平
二
五
四

一
)
と
､

一

二

一
二

一
二

一

国
街
の
国
務
遂
行
に
協
力
す
べ
き
現
地
の
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い

る
と
言
え
よ
う
｡

ち
な
み
に
､
八
世
紀
の

『
万
葉
集
』
で
は
畿
外
全
体
が

｢天
離
る
夷
｣
と
認
識
さ

(63)

れ
て
い
た
が
､
越
中
守
大
伴
家
持
は
郡
司
等
と
の
宴
席
で

｢し
な
ざ
か
る
､
越
の
君

ら
と
､

か
く
し
こ
そ
､
柳
か
づ
ら
き
､
楽
し
く
遊
ば
め
｣
(巻
十
八
-
四

〇
七

一
)

と
詠
み
､
｢越
の
君
｣
と

1
定
の
敬
意
を
表
し
て
お
り
､
ま
た
家
持
が
任
を
終
え
て

帰
京
す
る
際
に
､
射
水
郡
大
領
安
努
君
広
島
が
健
僕
之
宴
を
設
け
る

(巻
十
九
-
四

二
五

一
題
詞
)
､
上
総
国
大
接
大
原
真
人
今
城
が
朝
集
使
と
し
て
上
京
す
る
時
に

｢郡
司
妻
女
等
｣
が
鰻
歌
を
贈
る

(巻
二
十
-

四
四
四

〇
･
四
四
四

一
題
詞
)
と
い

う

具

合

に
､
と
も
に
地
方
支
配
を
担
う

｢同
僚
｣
と
し
て
の
共
感
も
存
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

一
方
'
説
話
文
学
の
史
料
で
は
あ
る
が
､
十

一
世
紀
頃
の

郡
司
に
関
し
て
は

｢
田
舎
人
｣
･
｢下
賎
｣
･
｢無
下
｣
と
す
る
意
識
が
散
見
す
る

(『
今
昔
物
語
』
巻
十
六
第
八
話
､
巻
二
十
二
第
七
話
､
巻
二
十
四
第
五
十
五
話
､

巻
二
十
八
第
七
話
な
ど
)｡
さ
ら
に
前
引
の

『
古
事
談
』
第
三
の
他
に
も
､
｢可
成
キ

ン

官
物
､
其
負
有
り
､
此

ハ
其
ノ
代

二
我
レ
取
テ
ム
｣
と
､
国
司
に
よ
り
仏
会
の
料
物

を
取
り
上
げ
ら
れ
る

(『
今
昔
物
語
』
巻
二
十
第
三
十
六
話
)
､
｢郡
ノ
司
四
度
ケ
無

キ
事
共
有
ケ
レ
バ
､
速

二
召
シ
ニ
遣
テ
誠
メ
ム
｣
(巻
二
十
四
第
五
十
五
話
)
と
い
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う
よ
う
に
'
国
司
の
追
求
を
受
け
'
国
司
の
前
に
は
全
く
無
力
の
存
在
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
例
が
あ
る
｡
そ
こ
に
は
か
つ
て
の

｢君
｣
と
し
て
の
権
威
や
国
司
の

｢同

僚
｣
と
し
て
地
方
支
配
を
担
う
と
い
う
気
概
の
片
鱗
す
ら
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
｡

こ
の
よ
う
な
郡
司
の
あ
り
方
は
'
国
司

(国
使
)
-
在
地
/
郡
司
-
刀
祢
と
い
う
関

係
の
中
で
'
郡
司
の
置
か
れ
て
い
た
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

以
上
'
本
節
で
は

一
員
郡
司
制
下
の
郡
司
の
あ
り
方
や
そ
の
役
割
な
ど
を
検
討
し
'

郡
司
領
の
出
現
や

｢在
地
｣
と
し
て
の
郡
司
の
位
置
づ
け
に
'

一
員
化
と
と
も
に
'

郡
司
の
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
｡
こ
れ
が
中
世
的
な
郡
司

の
姿
と
言
え
る
か
否
か
は
'
鎌
倉
時
代

(以
降
)
の
史
料
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
'

(朗)

こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た
い

｡

も
と
よ
り
本
稿
は
郡
司
制
度
を
軸
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
'
社
会
経
済
史
的
視
点

(65)

は
捨
象
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
郷
司
制
と
の
関
係
や
刀
祢
等
在
地
の
動
向
に
つ
い
て
も

今
後
の
課
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
郡
司
よ
り
下
の
階
層
に
つ
い
て
は
や
は
り
八
世

紀
以
来
の
郡
司
の
支
配
の
実
態
を
検
討
す
る
中
で
'
適
時
的
に
追
求
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
'
国
郡
衝
機
構
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
上
で
必
要
な
国
司
の
位
置

づ
け
や
鎌
倉
期
の
国
郡
衝

･
在
庁
官
人
の
変
遷
の
様
子
の
考
察
と
と
も
に
'
後
考
に

侯

つ
こ
と
に
L
t
蕪
雑
な
稿
を
潤
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
九
世
紀
前
半
の
律
令
国
家
の
郡
司
任
用
方
法
の
確
定
以
降
'
郡
司
制
皮

が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
る
の
か
と
い
う
関
心
か
ら
'
主
に
十
世
紀
の
雑
色
人
那

司
'
十

一
世
紀
以
降
の

〓
貝
郡
司
制
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
｡
郡
司
の
変
容
の
点
で

は
'
譜
第
郡
領
氏
族
の
動
向
､
郡
司
職
の
相
承
と
郡
司
領
の
成
立
'
｢在
地
司
｣
と

し
て
の
位
置
づ
け
'
ま
た
郡
司
任
用
の
儀
式
の
消
滅
な
ど
か
ら
見
て
'
九
世
紀
後
半

～
十
世
紀
の
雑
色
人
郡
司
登
場
よ
り
は
'
十
世
紀
末

～
十

一
世
紀
の

〓
貝
郡
司
制

へ

の
移
行
の
方
が
大
き
な
画
期
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
別
稿
で
考
究
し
た
よ
う
に
'

時
あ
た
か
も
在
庁
官
人
制
の
成
立
時
期
で
あ
り
'
こ
の
時
期
こ
そ
国
郡
街
機
構
の
変

動
期
で
あ

っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
｡

注
(
37
)
郡
司
任
用
者
の
一
覧
表
は
私
も
独
自
の
も
の
を
作
成
し
て
い
る

(『
古
代
日
本

に
お
け
る
郡
司
制
度
と
そ
の
実
態
的
変
遷
に
関
す
る
研
究

(平
成
八
年
度
～
平
成

九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(基
盤
研
究

(C
)
)
研
究
成
果
報
告
書
)
』
(
一
九

九
八
年
)
｢郡
司
表

(稿
)
｣
)
が
､
掲
載
の
余
裕
が
な
い
の
で
'
こ
こ
で
は
現
在

流
布
し
て
も
の
で
は
最
も
詳
し
い
米
田
雄
介

｢
郡
司

一
覧
｣
(『
日
本
史
総
覧
』

補
巻
中
世
三

･
近
世
三
､
新
人
物
往
来
社
'

一
九
八
四
年
)
に
依
拠
す
る
こ
と
に

し
､
適
宜
知
見
を
補
う
も
の
と
し
た
い
｡

(
38
)
竹
内
理
三

｢在
庁
官
人
の
武
士
化
｣
(『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
Ⅱ
'
お
茶
の

水
書
房
t

l
九
五
七
年
)
で
も
'
国
衝
に
よ
る
郡
務
吸
収
と
い
う
視
点
か
ら
で
は

あ
る
が
'
在
庁
官
人
の
出
自
に
は
郡
司
家
出
身
の
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
｡

(
39
)
拙
稿

｢額
田
部
氏
の
研
究
｣
(『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
掲
載
予

定
)

｡

(
40
)
賀
陽
氏
が
譜
第
郡
司
で
あ
る
こ
と
は
'
藤
井
駿

｢加
夜
国
造
の
系
譜
と
加
陽
氏
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に

つ
い
て
｣
(『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
研
究
紀
要
』
二
､

一
九
五
三
年
)
参

照

｡

(
41
)
正
倉
院
古
裂
銘
に

｢
]
司
大
領
外
従
八
位
上
播
磨

[
｣
と
見
え
'
播
磨
直

(宿
祢
)
氏
が
飾
磨
郡
の
郡
領
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

但
し
'
こ
の
史
料
に

つ
い
て
は

｢
]
河
内
介
従
五
位
上
犬
養
宿
祢
古
万
呂
｣
と
あ
る
の
は
不
審
で
'

調
庸
布
で
あ
れ
ば
'
国
名
は
記
さ
ず
'
｢国
司
介
某
｣
の
如
き
記
載
が

一
般
的
で

あ
る
｡
郡
司
の
氏
姓
と
松
嶋
順
正
編

『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
(吉
川
弘
文
館
､

一
九
七
八
年
)
が
こ
の
断
片
を
播
磨
国
に
配
し
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
'
と
り
あ

え
ず
飾
磨
郡
と
解
し
て
お
く
｡

(
42
)
注

(
22
)
拙
稿
参
照
｡

(
43
)
注

(
6
)
拙
稿
参
照
｡

(
44
)
坂
本
貴
三

『
荘
園
制
成
立
と
王
朝
国
家
』
(塙
書
房
'

一
九
八
五
年
)
第
三
章

な
ど
参
照
｡

(
45
)
山
中
敏
史

『
古
代
地
方
官
街
遺
跡
の
研
究
』
(塙
書
房
､

一
九
九
四
年
)
｡

(
46
)
注

(
22
)
拙
稿
参
照
｡

(
4
)
山
田
渉

｢安
芸
国
高
田
郡
司
と
そ
の
所
領
寄
進
｣
(『
史
学
雑
誌
』
九

〇
の

T
､

一
九
八

一
年
)
'
坂
上
康
俊

｢安
芸
国
高
田
郡
司
藤
原
氏
の
所
領
集
積
と
伝
領
｣

(『
史
学
雑
誌
』
九

一
の
九
㌧

一
九
八
二
年
)
'
長
沢
洋

｢高
田
郡
司
関
係
文
書

の
原
形
と
伝
来
に
つ
い
て
の
覚
書
｣
(『
広
島
県
立
文
書
館
紀
要
』

1
'

l
九
八

九
年
)
､
P
E
T
E
R
.).A
RN
ES
E
N

rT
h
e
S
tru
ggl
e
for
L
o
rd
sh
ip
in

).a
te

H
e
ian

J
a
p
an
:T
h
e
C
ase
o
f
A
k
i｣
(『
TH

E
JO
U
R

N
A
L
O
F
JA
P
A
N
E
S
E
S
T
U
D
IE
S
』
vo
I.

1
0
.

No.1
㌧

1
九
八
E
]年
)
'
錦
織
注

(
9
)

a
･
C
論
文
な
ど
O
な
お
'
山
田

氏
は
成
孝
段
階
で
の
偽
文
書
作
成
'
錦
織
氏
は
頼
方
と
頼
知
と
の
争
い
で
の
頼
方
'

頼
戒
と
弟
と
の
争
い
で
の
頼
成
に
よ
る
偽
文
書
作
成
､
特
に
頼
戒
に
よ
る
偽
文
書

作
成
を
想
定
し
て
い
る
｡
ち
な
み
に
'
最
近
の
研
究
と
し
て
､
吉
村
晃

一

｢安
芸

国
高
田
郡
司
藤
原
氏
に
つ
い
て
の

1
考
察
｣
(『
史
学
研
究
』
二

1
五
､

7
九
九

七
年
)
の
よ
う
に
'
以
上
の
偽
文
書
論
を
否
定
す
る
立
場
に
立

つ
も
の
も
存
す
る
｡

そ
の
他
､
偽
文
書
論
を
さ
ら
に
進
め
た
明
石

1
紀

｢安
芸
国
高
田
郡
司
関
係
史
料

と
中
原
氏
｣
(『
民
衆
史
研
究
』
五

一
'

一
九
九
六
年
)
も
呈
さ
れ
て
い
る
｡

(
48
)
松
岡
'
鈴
木
注

(
2
)
論
文
な
ど
っ

(
49
)
錦
織
注

(
9
)

a
論
文
｡

(
50
)
泉
谷
康
夫

｢平
安
時
代
の
諸
国
検
断
に

つ
い
て
｣
(『
日
本
中
世
社
会
成
立
史

の
研
究
』
高
科
書
店
､

一
九
九
二
年
)
'
注

(
22
)
拙
稿
参
照
｡

(
51
)
八
木
充

｢
国
造
制
の
構
造
｣
(『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
二
㌧
岩
波
書
店
､

一

九
七
五
年
)

っ

な
お
'
偽
文
書
論
を
否
定
す
る
吉
村
注

(
47
)
論
文
も
'
凡
直
が

藤
原
氏
に
改
姓
し
た
と
見
て
お
り
'
凡
直
氏
が
譜
第
郡
領
で
あ

っ
た
と
考
え
る
点

で
は

一
致
す
る
｡

(
52
)
そ
の
後
の
安
芸
国
の
動
向
に
つ
い
て
は
'
近
年
の
研
究
と
し
て
'
角
重
始

｢安

芸
国
に
お
け
る
荘
園
公
領
制
の
形
成
｣
(『
日
本
史
研
究
』
二
七
五
㌧

一
九
八
五

年
)
'
｢源
平
争
乱
前
夜
の
安
芸
国
｣
(『
日
本
歴
史
』
五
三
五
､

一
九
九
二
年
)
'

錦
織
注

(
9
)
C

論
文
な
ど
を
参
照
っ

(
53
)
錦
織
注

(
9
)

a
論
文
｡

(
54
)
森
田
注

(
4
)
論
文
｡
吉
村
註

(
47
)
論
文
で
も
'
十

一
世
紀
中
葉
の
郡
郷
制

改
編
に
よ
り
'
官
物
請
負
能
力
が
必
要
と
さ
れ
'
郡
司

･
郷
司
の
変
化
が
存
し
た

こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

(
5
)
高
田
実

｢平
安
末
期

｢領
主
制
｣
研
究
の

F
視
点
｣
(『
歴
史
学
研
究
』
二
三

三
㌧

一
九
五
九
年
)
参
照
｡

(
56
)
①
に
整
理
し
た
よ
う
に
'
郡
司
と
郷
司
は
別
個
の
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
が
､
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郷
司
制
に
つ
い
て
は
充
分
な
私
見
を
持

つ
に
至

っ
て
い
な
い
｡
旧
来
の
郷
司
の
理

解
に
立

つ
立
場
で
こ
の
時
期
の
郡

･
郷
の
関
係
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
は
'
坂

本
注

(
4
)
書

1
五
九
頁
～
二
〇
〇
頁
を
参
照
O

(
57
)

河
音
龍
平

｢
日
本
霊
異
記
か
ら
今
昔
物
語

へ
｣

(『
日
本
古
典
文
学
大
系
月

報
』
(
日
本
霊
異
記
)
､

一
九
六
七
年
)｡

(
5
)
坂
本
太
郎

｢
郡
司
の
非
律
令
的
性
質
｣
(『
歴
史
地
理
』
五
三
の

l
､

f
九
二

九
年
)
､
宮
城
栄
昌

｢
郡
の
成
立
並
に
郡
司
対
農
民
関
係
の
強
化
｣
(『
史
潮
』
六

の
二
､

一
九
三
六
年
)
な
ど
｡

(
59
)
北
山
茂
夫

｢大
宝
二
年
の
筑
前
国
戸
籍
残
簡
に
つ
い
て
｣
(『
歴
史
学
研
究
』

七
の
二
､

一
九
三
七
年
)
｡

(60
)
米
田
雄
介

『
郡
司
の
研
究
』
(法
大
出
版
局
'

一
九
七
六
年
)
'
大
町
健

『
日

本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』
(校
倉
書
房
､

一
九
八
七
年
)
な
ど
参
照
｡

(
61
)
石
母
田
正

『
日
本
の
古
代
国
家
』
(岩
波
書
店
､

一
九
七

〇
年
)
第
四
章
な
ど
｡

(
62
)

田
村
憲
美

｢
十

･
十

一
世
紀
大
和
国
に
お
け
る
国
衝
領
支
配
と
興
福
寺
｣

(『
古
文
書
研
究
』

1
九

､

7
九
八
二
年
)
､
関
幸
彦

｢
｢在
国
司
職
｣
成
立
の
諸

前
提
｣
(『
国
徳
機
構
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
､

一
九
八
四
年
)
､
中
込
律
子

｢
王

朝
国
家
期
に
お
け
る
国
衝
国
内
支
配
の
構
造
と
特
質
｣
(『
学
習
院
史
学
』
二
三
､

一
九
八
五
年
)
な
ど
｡
な
お
､
梅
村
喬

｢在
地
所
司
に

つ
い
て
｣

(『
古
代
文

化
』
四
八
の

一
､

1
九
九
六
年
)
に

｢在
地
所
司
｣
の
用
例
が
集
め
ら
れ
て
い
る

が
'
｢在
地
郡
司
｣
に
つ
い
て
の
言
及
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
｡

(
63
)
大
津
透

｢
万
葉
人
の
歴
史
空
間
｣
(『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
岩
波
書

店
'

一
九
九
三
年
)

｡

(
64
)
今
谷
明

｢鎌
倉

･
室
町
幕
府
と
国
郡
の
機
構
｣
(『
日
本
の
社
会
史
』
三
㌧
岩

波
書
店
､

一
九
八
七
年
)
が
大
ま
か
な
概
観
を
行

っ
て
い
る
の
で
､
と
り
あ
え
ず

そ
れ
を
参
照
と
し
た
い
｡

(
65
)
そ
の
他
､
下
向
井
龍
彦

｢
国
衝
と
武
士
｣
(『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
六
㌧
岩

波
書
店
､

一
九
九
五
年
)
が
整
理
し
て
い
る
武
士
の
成
立
過
程
の
中
で
の
郡
司
や

国
郡
機
構
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
い
う
視
角
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

(も
り

･
き
み
ゆ
き

高
知
大
学
人
文
学
部
助
教
授
)


